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厚生労働科学研究費補助金（新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業） 
平成 25 年度 総括研究報告書 

 
我が国への侵入が危惧される蚊媒介性ウイルス感染症に対する 

総合的対策の確立に関する研究 
 

研究代表者 高崎智彦（国立感染症研究所ウイルス第一部 室長） 
 
研究要旨： 
デングウイルス(DV)はフラビウイルス科、チクングニアウイルス(CHIKV)はトガウイルス科アル

ファウイルスに属する RNA ウイルスである。どちらもネッタイシマカあるいはヒトスジシマカな

どの蚊を媒介としてヒトに感染する。DV はデング熱(DF)やデング出血熱(DHF)という異なる病態

を惹起する。世界的に年間数千万～１億人が DF、数十万人が DHF を発症している。地球温暖化と

流行地の都市化現象が要因となり流行地域拡大が最も危具されている感染症である。我が国の輸入

症例も年々増加し、2013 年には 249 例と感染症法施行後最高の報告数であった。2010 年以後は震

災後の海外旅行者が減少した 2011 年を除いて、毎年 200 例以上のデング熱輸入症例が報告されて

いる。2013 年 8 月に日本国内を旅行したドイツ人旅行者が、直行便でドイツに帰国後デング熱を

発症した日本からのデング熱輸出症例の疑い症例が報告され、患者検体をドイツから取り寄せて確

認検査を実施したところ、デングウイルス 2 型感染であることを確認した。 
また、デング熱と類似の症状を来たす Zika 熱が 2007 年のミクロネシアでの流行以後、太平洋島

嶼国、東南アジアで流行が散発している。2013 年 12 月にフランス領ポリネシア BoraBora 島から

我が国への初めての Zika 熱輸入症例 2 例を病原体検査および中和抗体測定により確認した。今後

IgM 抗体検査法を確立する必要がある。また、チクングニアウイルスに近縁であるロスリバーウイ

ルスによりオーストラリアで流行しているロスリバー熱の初輸入症例を 2013 年 5 月に確認し、IgM
抗体検査法を含めて実験室診断法がほぼ確立された。 
本研究班では、現場で迅速に対応できる前処理を簡略化した検査法の確立のために LAMP 法のデ

ングウイルス、チクングニアウイルス検出法（ヒト検体および蚊）を改良した。また日本脳炎ウイ

ルスレプリコンを用いた 1 回感染性フラビウイルス粒子産生系を構築し、抗原性を保持しているだ

けでなく中和試験のような機能的検査にも利用できることが明らかになり、患者検体を用いて評価

したところ生ウイルスを使った場合と高い相関を示した。抗体検査においては、イムノクロマト法

を開発し良好な感度、特異性が得られた。またデングウイルス粒子抗原検出イムノクロマト法も開

発に着手し、ウイルス抗原を昆虫細胞発現ベクターにより増殖させた。 
動物モデルに関しては、デングウイルスに対して感受性の高いマーモセットが、チクングニアウ

イルスに対しても同等の感受性を有することが明らかとなった。しかし、マーモセットは、旧世界

ザルと比較すると免疫学的背景は明らかでない部分が多い。そこでマーモセットの CD14、IL-1a、
IL-1ｂ、IL-12b の４遺伝子および T 細胞レセプター遺伝子（TCR 遺伝子）のα鎖、β鎖可変領域

（TRAV、TRBV）の 56 遺伝子を同定したデータをもとに、免疫関連遺伝子発現量を評価するため

に定量リアルタイム PCR（qPCR）を開発してきたが、これを実際にデングウイルス、チクングニ

アウイルス感染マーモセットモデルにより応用した。 
2011 年 2 月から、感染症法において 4 類感染症全数把握疾患に規定されたチクングニアウイル

スは、2005 年に西インド洋諸国で流行が拡大した後、インド、スリランカに拡大し、2007 年には

インドからの輸入症例によりイタリアで国内流行が発生した。2011 年にはフィリピンミンダナオ島

で国内流行が確認され、2012 年にはメトロマニラをはじめ各地に拡大した。2013 年にはカリブ海

諸国にも流行が波及し、アメリカ大陸への侵入の可能性もでてきた。我が国への輸入症例も 2013
年は 13 例であった。ヒトスジシマカにおいては DENV1 の高い増殖性が認められたが，一方で，

DENV2 は，DENV1 に比べて増殖性が低いという結果が得られたが、1942－45 年の国内デング熱

流行株がデングウイルス 1 型株であったこととの関連は明確ではない。また、チクングニアウイル
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スに対する国内蚊感受性の検討の結果、ヒトスジシマカ以外にリバーズシマカとヤマダシマカも感受

性を有することが明らかとなった。 
また、旅行者ワクチンとしての細胞培養不活化日本脳炎ワクチンの評価として成人での抗体応答

を解析した。その結果、接種後一ヶ月で上昇した中和抗体が、一年後に有意に低下することが明ら

かになった。特に接種前の日本脳炎抗体陰性接種者では抗体低下が顕著であった。 
海外渡航者や海外派遣企業の健康管理担当者を対象に、蚊媒介感染症のうちでもデング熱に関す

る意識調査や知識レベルの調査を行った。「流行地域の在留邦人」や「海外派遣企業の健康管理担当

者」についてはデング熱への関心が高いが、媒介蚊の対策など予防面での知識が不足していること

が明らかになった。こうした調査結果にもとづき、ホームページ、パンフレット、ポスターなどに

よる情報提供、動画 DVD「デング熱の予防対策」を作製した。 
 
 
研究分担者： 
小西英二（大阪大学微生物病研究所教授） 

森田公一（長崎大学熱帯医学研究所教授） 

高橋和郎（大阪府公衆衛生研究所副所長） 

永田典代（国立感染症研究所感染病理部 

室長） 

澤辺京子（国立感染症研究所昆虫医科学部

部長） 

鈴木隆二（相模原病院臨床研究センター室

長） 

江下優樹（大分大学医学部・感染分子病態

制御学講座准教授） 

モイ メンリン（国立感染症研究所ウイル

ス第一部 研究官） 
濱田篤郎（東京医科大学渡航者医療センタ

ー教授） 

倉根一郎（国立感染症研究所副所長） 
 

Ａ．研究目的 
デングウイルス(DV)はフラビウイルス科、

チクングニアウイルス(CHIKV)はトガウイ

ルス科アルファウイルスに属する RNA ウ

イルスである。どちらもネッタイシマカあ

るいはヒトスジシマカなどの蚊を媒介とし

てヒトに感染する。DV はデング熱(DF)や
デング出血熱(DHF)という異なる病態を惹

起する。世界的に年間数千万～１億人が DF、
数十万人が DHF を発症している。地球温

暖化と流行地の都市化現象が要因となり流

行地域拡大が最も危具されている感染症で

ある。我が国の輸入症例も年々増加し、2013

年には 249 例と感染症法施行後最高の報告

数となった。輸入症例中に毎年十数例の出

血熱、重症例の報告がある。DHF は発症す

ると全身血管からの血漿漏出、補体系の異

常活性化、血小板減少に伴う出血傾向、粘

膜からの出血、播種性血管内凝固症候群な

どをきたし致死的となる。また、2005 年に

西インド洋諸国で流行が拡大したチクング

ニア熱は、インド、スリランカに拡大し、

2007 年にはインドからの輸入症例により

イタリアで国内流行が発生し、2011 年には

フィリピンミンダナオ島で流行が確認され、

2012 にはメトロマニラに流行が波及し、ル

ソン島以外の島々にも流行が拡大、継続し

ている。また、2013 年にはカリブ海の諸国

でもチクングニア熱が流行した。 
昆虫媒介性ウイルス感染症流行の拡大傾

向のなかで、より迅速な病原体、血清診断

法を開発し地方衛生研究所、検疫所等に技

術移転する。また輸入症例に対しては、海

外渡航者や医療従事者への啓発ガイドブッ

クとビデオ等を作成し、海外渡航、駐在先

での感染防止策を確立する。また、CHIKV、

DV に対する新たなワクチン開発のための

基礎データを収集する。媒介蚊対策は、

CHIKV、DV は国内に生息するヒトスジシ

マカが媒介可能であるため、国内のヒトス

ジシマカサーベイランスと両ウイルス感受

性について解明する。 
 

Ｂ. 研究方法 

１． 診断法の開発・評価 

イムノクロマト法を用いたウイルス遺伝

子抗原・抗体検査法の開発・応用・評価 
 迅速抗体診断法としてイムノクロマト法

を開発し、あわせて安価な診断用抗原の供
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給を目的として遺伝子工学手法を用いたデ

ングウイルス様粒子の作製技術を開発した。

また、デングウイルス NS1 抗原検出キット

を用いてデング熱患者血清、尿からの感

度・特異性を検討した。 
１回感染性フラビウイルス粒子による中和

試験の評価 
JEV Nakayama 株のレプリコン cDNA

をCMVプロモーターとHDVリボザイム配

列の間に挿入したレプリコンプラスミドを

作製した。JEV の構造蛋白質発現プラスミ

ドは、JEV Nakayama 株由来の C-E、C、

prME 領域にデングウイルスの cDNA を

CAG プロモーター下流に挿入して構築し

た。この粒子を用いて患者血清を用いて中

和試験を実施し、生ウイルスを攻撃ウイル

スにした場合と比較した。 
 
２．ワクチン 
成人における細胞培養日本脳炎ワクチンに

対する抗体応答 
 健常成人 272 名（20～72 歳、平均 43 歳）

に細胞培養日本脳炎ワクチン（ジェービッ

ク V®）を接種し、約一ヶ月後の抗日本脳炎

中和抗体価を測定し、さらに接種２年後の

中和抗体価を測定し、中和抗体（防御抗体）

の維持に関して検討した。また、日本脳炎

ウイルス遺伝子１型、５型に対する中和抗

体を測定し、その力価を検討した。 
 
３．動物モデルの開発、病態解析 
マーモセットの免疫学的解析法 

 デングウイルス感染霊長類モデルとして

確立されつつあるマーモセットは、新世界

ザルであり免疫学的背景は明らかでない部

分は多い。平成２４年度にはサイトカイン

系の発現解析、MHC、T 細胞レセプター、

個体識別マーカーなどを検討し、ハウスキ

ーピング遺伝子（HKG）および免疫関連遺

伝子の特異的プライマーをヒト配列と相同

性の高い部分を採用し設計し、定量リアル

タイム PCR を構築したが、今年度はこのア

ッセイ系をデングウイルス１型感染マーモ

セットに応用した。 
 
病理学的解析 
 チクングニアウイルス感染マーモセット

の諸臓器を病理学的に解析した。また、新

生仔マウスにデングウイルスを脳内接種し、

マウス組織を用いて参照標本を作製し、ホ

ルマリン固定およびパラフィン包埋標本に

おけるウイルス特異的モノクローナル抗体

の交差反応性と至適条件の検討を行い、組

織切片上のウイルス抗原検出系を検討した。 
（倫理面への配慮） 
上記動物実験は、国立感染症研究所およ

び各関連施設における実験動物委員会のガ

イドラインにしたがって実施した。 
 
４．新規蚊媒介性ウイルス感染症の診断法

の検討と確立 
 ロスリバーウイルス（ロスリバー熱）、

Zika virusのリアルタイム逆転写PCR法の

プライマーおよびプローブセットをそれぞ

れ確立し、それぞれ IgM 捕捉 ELISA 法を

作製した。 
 
5．媒介蚊感受性に関する検討 
 チクングニアウイルスのヒトスジシマカ、

リバーズシマカ、ヤマトヤブカの感受性を

胸部接種および経口摂食により感染させ、

RT-PCR 法により検討した。日本国内産ヒ

トスジシマカのデングウイルス 1 型、2 型

臨床分離株の感受性を検討した。 
 
6．海外旅行者への啓蒙ツール開発 
「海外旅行に興味のある者」や「海外派遣

企業の担当者」を対象に、蚊媒介性感染症

のうちでもデング熱に関する意識調査や知

識レベルの調査を行った。さらに、海外渡

航者にデング熱の予防法を具体的に理解し

てもらうため、動画（DVD）「デング熱の

予防対策」を作成し、動画はホームページ

でも閲覧可能にした。 
 
C. 研究結果 
１． 診断法の開発・評価 

１回感染性フラビウイルス粒子の産生 
JEV のレプリコン cDNA を CMV プロモ

ーター下流に挿入する事により、in vitro
で RNA 合成をする事なく、プラスミドを

直接細胞に導入して JEV ゲノムを複製さ

せる事が出来た。またこの時に構造領域発

現プラスミドを同時にトランスフェクショ

ンすれば、１回感染性のウイルス粒子が得

られる事が明らかとなった。これを用いて
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中和試験を実施したところ、生ウイルスを

用いた結果と同等であった。 
 

ウイルス遺伝子迅速診断法の開発 
(1) 迅速抗体検査キットの開発 

 ＩｇＭ捕捉法によりデングウイルス特異的イム

ノクロマト法を作製し、ベッドサイド利用できる

迅速抗体検査を開発した。この検査に用いる

ことのできる安全なウイルス粒子様抗原を昆虫

細胞で安定に発現する系を構築した。 

 デングウイルス NS1 抗原検出キット（ELISA キ

ット、イムノクロマトキット）を評価した結果、特

異性が高く感度も十分であった。感度の面で

は ELISA キットの方が、イムノクロマトキットより

も高かった。しかし、NS1 抗原イムノクロマトキッ

トは病院で使用するキットとして有用であるとい

う結果であった。また、感度がさがるが患者の

尿から NS1 タンパク抗原を検出できることも明

らかになった。 
 
２． ワクチン 

旅行者ワクチンとしての細胞培養日本脳

炎不活化ワクチンの評価 

ワクチン接種者 272 名のうち接種後抗体価

が 10 以上であり、２年間継続調査ができた全

142 名の幾何平均抗体価の推移は、ワクチ

ン接種 1 か月後 91.7 から 1 年後には 20.9
と約１/4 に低下し、2 年後には 8.59 と約

1/10 に低下した（表１）。１年後に抗体価が

<10 となった陰転率は 23%であったが、2
年後には 39%(56/142) が陰転した。健常人

における日本脳炎ワクチン接種 2 年後の幾何

平均中和抗体価はわずか 9.4%まで減少し、陰

転率も 39%と高く 1 年後の陰転率の約 2 倍とな

った。 
 
３．動物（霊長類）モデルの開発、病態解

析 

マーモセットの免疫学的解析法のデングウ

イルス感染マーモセットへの応用と評価 

（生化学および免疫学の解析） 
 DENV1 感染マーモセットの免疫学的評

価：DENV1 をコモンマーモセットに感染さ

せたのち、感染後経日的に採血を行い、末

梢 PBMC より RNA の抽出を行い、real-time 
PCR において TNF-α、IFN-γ、IL-2、IL-5、
IL-10 の発現量の経時的観測を行った結果、

感染後 2 日から 7 日の範囲で TNF-α、IFN-

γ、IL-5 の優位な上昇が認められた。 
 
病理学的解析 
 VeroE6 細胞に継代した 4 つの血清型の

臨床分離株を成マウスに接種し、その病原

性を血液学的・組織学的に検討した。デン

グウイルス 2 型，3 型はマウスに対し一過

性の血小板減少とヘマトクリット値の減少、

体重の増加を引き起こしたが、いずれの個

体も顕著な臨床症状や組織病変は示さなか

った。 
 
４．新規蚊媒介性ウイルス感染症の診断法

の検討と確立 
 ロスリバーウイルスを 4株（T48株、QML#1

株、QML#2 株、Couper 株）を入手した。ロ

スリバーウイルス（ロスリバー熱）のリア

ルタイム逆転写 PCR 法により、検出可能で

あることが確認された。ロスリバーウイル

ス抗原を作製して、IgM 捕捉 ELISA 法を

立ち上げたところ、2013 年 5 月にオースト

ラリアからの初輸入症例を確認し、中和抗

体陽性であった。 
 Zika熱も 2013年 12月に同様にリアルタ

イム逆転写 PCR 法により、フランス領ポリ

ネシア（ボラボラ島）からの輸入症例 2 例

を確認し、2 例目の回復期血清の中和抗体

陽性を確認し、その血清を用いて抗 Zika ウ

イルス IgM 捕捉 ELISA を構築した。 
診断技術等の技術移転：蚊媒介性ウイル

ス RNA 安定室温保存に関する研究 

 デングウイルス遺伝子の長期保存安定性

に関して、2 年目までに評価が確立した

RNA stable tube を用いて、Zika virus 
RNA および Ross River virus RNA を希望

する地方衛生研究所に送付した。  
 

５. 媒介蚊感受性に関する検討 
 チクングニアウイルスは、日本国内のヒ

トスジシマカだけでなくヤマトヤブカやリ

バーズシマカも感受性があることが明らか

になった。国内産ヒトスジシマカはデング

ウイルス 1 型の方が 2 型に対して高い感受

性を示した。 
 
６．海外旅行者への啓蒙ツール開発 
 デング熱などの蚊媒介性ウイルス感染症

の啓発のために、ホームページを作成し
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e-learning 形式の「デング熱に関する検定」

を改良した。また、東南アジアの在留邦人

を対象に、デング熱の知識に関するアンケ

ート調査を実施した。その結果、日本人は

蚊には夜刺されるという意識が強く、デン

グ熱の媒介蚊が夕方や明け方に刺されるこ

とが多いという知識乏しいことが明らかと

なった。海外渡航者にデング熱の予防法を

具体的に理解してもらうため、動画（DVD）

「デング熱の予防対策」を作成し、動画は

ホームページでも閲覧可能にした。 
 
D. 考 察 
診断法の開発としては、ウイルス遺伝子

検出法の開発、検体前処理法の迅速簡易化、

イムノクロマト法による迅速抗体検出法の

開発を行った。ウイルス遺伝子検出法とし

ては、現場即時検査の面からの RT-LAMP
法の確立は媒介蚊の調査、血液からの前処

理をなくした検出は遠心機のないベットサ

イドでの検査にに有用で POCT（Point of 
care testing）の手段となると考えられる。 

抗体検査として、独自のデングウイルス

IgM 抗体イムノクロマトキットを開発した。

また、プラスミドトランスフェクションに

よる１回感染性 JEV 粒子産生系は、中和試

験などの機能性アッセイが可能である。ま

た prME の配列を変える事によりデングウ

イルス、ウエストナイルウイルス、黄熱ウ

イルス、ダニ媒介性脳炎ウイルスの１回感

染性粒子の迅速簡便な作製も可能であり、

遺伝子配列が分かれば対応可能である。 
ワクチン開発では、最も実用化に近いと

思われていた黄熱弱毒生ワクチン株とデン

グウイルス１－４型のキメラウイルスがタ

イの臨床試験で芳しくない結果が報告され

た た め （ Arunee et al. ; The 
Lancet.380(9853):1559-67,2012）、まずワ

クチンの評価方法や動物モデルに重点を置

くべきであり、それがワクチン実用化への

近道である。 
成人における細胞培養日本脳炎ワクチン

に対する抗体応答では、現在の細胞培養日

本脳炎ワクチン１回接種では、20%の抗体

非上昇者が存在した。やはり海外渡航者の

ための旅行者ワクチン接種も 2 回接種が必

要である。また、幾何平均抗体価は、ワク

チン接種 1 ヶ月後 87.6 倍から 1 年後には

21.8倍と約１/4に低下した。1年後の陰転

率は 21.4％で、154人中 31例が非防御レベ

ルの中和抗体価 10倍以下となった。 
 動物モデルの開発では、デングウイルス

は自然なマウスではウイルス血症も起こさ

ない。ワクチンや治療薬の実用化の点から

も霊長類モデルの開発を行った。新世界ザ

ルであるマーモセットは旧世界ザルよりも

高いウイルス血症を示すことから感染モデ

ルとして有用であるが、旧世界ザルと比べ

て免疫系の基本情報が不足している点であ

るが、サイトカイン、Ｔ細胞関連の遺伝子

を同定し、その mRNAをリアルタイム PCR法

を確立したことは、マーモセットを用いる

実験において、それらの解析に非常に有用

である。また、デングウイルス感染病理組

織の免疫染色には Anti-Dengue Virus E 
glycoprotein antibody （ab80914）が有用

であることを確認した。 

チクングニアウイルス（CHIKV）感染マー

モセットに関する病理学的解析では、CHIKV

接種 4～21 日の長期に渡り脾臓および腋窩

リンパ節にウイルス遺伝子が検出されたこ

と、さらに肝臓および脾臓において特異的

抗原が検出され，肝臓においては肝細胞に

おける特異的抗原の観察，肝のシングルセ

ルネクローシス，細胞浸潤が観察され，脾

臓では二次濾胞の形成および二次濾胞内に

starry sky 像が観察されたことから CHIKV

の感染が成立した可能性が示唆された．し

たがって今後さらなるウイルス学的および

病理学的詳細を解析する必要がある． 

媒介蚊ウイルス感受性に関しては、チク

ングニアウイルスが日本国内のリバーズシ

マカよヤマトヤブカにも感受性があること

が確認された。また、デングウイルスのヒ

トスジシマカへの感受性に関して今回使用

した株に関しては、デングウイルス 1 型の

ほうが 2 型より感受性が高かった。我が国

で 1942－45 年に発生した流行が 1 型によ

るものであったこととの関連について今後

検討する必要がある。 
実験室診断法の技術移転の一環として検

討した RNA 遺伝子の常温保存・輸送方法

の検討では、RNA stable チューブを使用す

ることでデングウイルスは少なくとも室温

保存 5 ヶ月間安定であることが確認できた。

また 4 週間の 30℃、40℃下での保存でも安
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定であることを確認した。本方法により国

内衛生研究所、検疫所等の検査機関に輸送

する際に、ドライアイスを使用する必要が

なく、新たな RNA ウイルス感染症の検査

体制構築に極めて有用である。 

 
E．結 論 
 蚊媒介性ウイルスの遺伝子検出法として、

現場即時検査法として RT-LAMP 法の確立

と蚊および臨床検体（血液）への応用研究

を実施し、前処理の簡略化を図った。また、

検査機関におけるマンパワーの不足を補う

ために検体の遺伝子抽出から核酸増幅・検

出・判定までを行う全自動遺伝子解析装置

による検出法も検討した。また、イムノク

ロマト法による IgM抗体検出キットの開発

を開始した。 
 プラスミドトランスフェクションによる

１回感染性 JEV 粒子産生系を確立した。

prME の配列を変える事によりデングウイ

ルス、ウエストナイルウイルス、黄熱ウイ

ルス、ダニ媒介性脳炎ウイルスの１回感染

性粒子の迅速簡便な作製も可能であり、そ

れらは感染中和アッセイ等に有用である。 
 デングウイルス感染動物モデルとして有

用であるマーモセットの免疫学的背景を明

らかにし、サイトカイン、Ｔ細胞関連の遺

伝子など免疫学的マーカーの測定系を確立

した。感染マーモセットの末梢血検査（生

化学、血球数）にヒトと同様の変化が生じ

ることを確認した。 
 2009 年に製造承認された、細胞培養不活

化日本脳炎ワクチンの旅行者ワクチンとし

ての有効性は、2 回接種が望ましいがその

防御抗体の維持能が長くないという問題点

が明らかになった。 
 ウイルス遺伝子 RNA の常温保存・輸送

法を見出し、30℃、40℃の高温下での安定

性を確認した。 
 デング熱流行地の在留邦人のデング熱に

関する認識度調査を行った結果、媒介蚊に

関する知識が不足していることが判明した。

日本人海外旅行者向け感染症に関するホー

ムページ、ポスター、動画「デング熱の予

防対策」http://www.tra-dis.org/movie/index.html を
作成した。 
 

F. 健康危険情報 
 2013年 8月に日本を旅行し帰国後 3日目

に発病したドイツ人デング熱症例は、その

旅行日程とデング熱の潜伏期間から、日本

国内で感染した可能性は否定しがたい。つ

まり、2013 年の夏に日本国内で小さなデン

グ熱流行が発生した可能性がある。 
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cells. 20th International Meeting on 
Hepatitis C Virus and Related 
Viruses. Melbourne, Australia. 
2013.10.6-10. 
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2013.10.6-10. 

13. Nakajima S, Watashi1 K, Kamisuki 
S, Suzuki R, Aizaki H, Sugawara F, 
Wakita T. Isolation of a natural 
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International Meeting on Hepatitis C 
Virus and Related Viruses. 
Melbourne, Australia. 2013.10.6-10. 

14. Kazuo Takahashi, Ikuko Aoyama, 
Takahiro Yumisashi, Tetsuo Kase, 
Tomohiko Takasaki Antibody 
response and its durability of cell 
culture-derived Japanese 
encephalitis vaccine in Japanese 
healthy adults.7th International 
Conference of Vaccinology, October, 
2013 (Barcelona) 

15. Yuki Eshita, Junya Yamagishi, Josef 
Tuda, Chihiro Sugimoto, Ryuichiro 
Maeda, Arthur E. Mongan, Yutaka 
Suzuki （2013）： Application of 
molecular biology methods for the 
analysis of tropical diseases in Manado. 
インドネシア国寄生虫会議セミナー、

2013年 9月 12-14日(土)、(インドネシ

ア) 
16. Junya Yamagishi, Anna Natori, 
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Mongan, Chihiro Sugimoto, Ryuichiro 
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17. Lucky Runtuwene, Shuichi 
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Aedes aegypti. インドネシア国寄生虫

会議セミナー、2013 年 9 月 12 日(木)-14
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Hayasaka, Kotaro Aoki, Masachika 
Senba, Kenji Shirai, Ryuji Suzuki, 
Kouichi Morita: TNF-α and IL-10 
reduce the incidence of mortality in 
mice following tick-borne 
encephalitis virus infection. 第 61 回
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Changing Pattern of DENV 
Serotypes in Vietnam. Asian-African 
Research Forum on Emerging and 
Reemerging Infections  新興・再興感
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2014，仙台，2014 年 1 月 20 日～1 月
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ンに対する抗体応答の持続効果.第 17
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sequencer in investigating the 
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Sugano, Kenta Nakai, Ryuichiro 
Maeda, Chihiro Sugimoto, Tomohiko 
Takasaki, Ichiro Kurane and Yuki 
Eshita（2012）： Validation of RNA-seq 
Data Using qRT-PCR. 第 65回日本衛

生動物学会大会、2013年 4月 6-７日、（北

海道江別市）。Med. Entomol. Zool., 64 

(大会特集号) :40, 2013.  
28. 江下優樹 ,  松原祥恵 ,  Lucky R. 

Runtuwene, 野口香緒里, 川上絵理, 

大塚 靖, 福田昌子, 小林隆志, 高

崎智彦 , Raweewan Srisawat, Narumon 

Komalamisra, Bouasy Hongvanthong,成

田弘成,牛島廣治, Arthur E. Mongan, 

今田美穂子, 前田龍一郎, 森田公一, 

杉本千尋, 倉根一郎（2013）：節足動物

媒介性ウイルスの迅速検出への RT-LAMP

法の改良。日本家屋害虫学会 第 34回大

会・総会、2013 年 6 月 22-23 日、（神奈
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Sachie Matsubara, Kaori Noguchi, Eri 
Kawakami, Masako Fukuda, Yasushi 
Otsuka, Akinori Tokunaga, Takashi 
Kobayashi, Raweewan Srisawat, 
Narumon Komalamisra, Yupha 
Rongsriyam, Bouasy Hongvanthong, 
Arthur E. Mongan, Josef Tuda, Mihoko 
Imada, Shuichi Kawashima, Junya 
Yamagish, Yutaka Suzuki, Sumio 
Sugano, Kenta Nakai, Ryuichiro 
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Maeda, Chihiro Sugimoto, Hironari 
Narita, Hiroshi Ushijima, Koichi 
Morita, Tomohiko Takasaki, Ichiro 
Kurane （ 2013 ） ： INOVATIVE 
TECHNOLOGY FOR USE IN 
VECTOR CONTROL. “The 1st 
conference on Asian pediatric 
infectious diseases（第１回アジア小児感

染症会議）”、2013/8/24-26、(東京) 

30. Lucky Runtuwene, Shuichi 
Kawashima, Kaori Noguchi, Eri 
Kawakami, Akinori Tokunaga1, Yutaka 
Suzuki, Takashi Kobayashi, Yuki 
Eshita（2013）：Comprehensive Gene 
Expression Analysis of 
Dengue-Infected Mosquitoes. “The 1st 
conference on Asian pediatric 
infectious diseases（第１回アジア小児感

染症会議）”、2013年 8月 24-26日(東京)  

31. Yuki Eshita, Lucky Runtuwene, 
Masako Fukuda, Yasushi Otsuka, 
Kaori Noguchi, Eri Kawakami, Akinori 
Tokunaga, Takashi Kobayashi, 
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Komalamisra, Yupha Rongsriyam, 
Shuichi Kawashima, Junya Yamagishi, 
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Nakai, Mihoko Imada, Ryuichiro 
Maeda, Chihiro Sugimoto, Hiroshi 
Ushijima, Ichiro Kurane, Tomohiko 
Takasaki： APPLICATION OF NEW 
TECHNOLOGIES FOR USE IN 
VECTOR CONTROL. Professor Polly 
Roy Group Reunion for celebrating 30 
years of research in the Roy Laboratory, 
The Queen’s College, University of 
Oxford, 9/13-15, 2013.(イギリス) 

32. 江下優樹、福田昌子、Lucky Runtuwene、

大塚 靖、野口香緒里、川上絵理、德永暁

憲、小林隆志、服部正策、 Raweewan 

Srisawat、Narumon Komalamisra、牛島廣

治、倉根一郎、高崎智彦（2013）：本邦産

Aedes (Stegomyia) scutellaris グルー

プ蚊 2 種のチクングニアウイルス感受性。 

第 66 回日本寄生虫学会南日本支部大

会・第 63回日本衛生動物学会南日本支部

大会 合同大会、20１3 年 11 月 2-3、（大

分市）。第 66 回日本寄生虫学会・第 63

回日本衛生動物学会南日本支部合同大会 

33. Lucky Runtuwene, Shuichi 
Kawashima, Kaori Noguchi, Eri 
Kawakami, Akinori Tokunaga, Yutaka 
Suzuki, Takashi Kobayashi, Yuki 

Eshita (2013): Potential novel 
anti-viral proteins in Aedes aegypti. 第
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アーリン , 伊澤晴彦 , 高崎智彦 , 皆川 

昇, 澤邉京子, 国内外で捕集された蚊の

デングウイルス感受性, 第 66 回日本衛

生動物学会大会，2014 年 3 月 22 日，（岐

阜） 
35. 北浦一孝、松谷隆治、藤井克樹、白井顕

治、鈴木さつき、高崎智彦、小笠原康悦、
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36. 北浦一孝、藤井克樹、松谷隆治、白井顕
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38. 永田典代、小島朝人、鈴木忠樹、岩田奈

織子、小谷治、佐藤由子、佐多徹太郎、
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日本ウイルス学．2013 年 11 月（神戸） 
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